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独立行政法人地域医療機能推進機構 ＪＣＨＯさいたま北部医療センター 

令和 4 年度 第 1 回 地域協議会 議事録 

 

○ 日  時:令和４年１０月２８日（金） １９:３０～２０:３０ 

○ 場  所:さいたま北部医療センター 大会議室 

○ 議  題:1. 病院の近況について 

       2. 収支状況等報告 

       3. その他（意見交換） 

○ 出 席 者:松本雅彦（大宮医師会会⾧）、遠藤俊輔（自治医科大学付属さいたま医 
療センター⾧）、松浦祐史（さいたま市保健福祉局地域医療課⾧）田中
孝之（さいたま市北区自治連合会会⾧）、黒田豊（院⾧）、菅原養厚（副
院⾧）、中條洋（院⾧補佐）、原田結花（副看護部⾧）、佐藤友彦（事
務⾧）、藤原司（事務⾧補佐）、工藤夕貴（地域連携室係⾧）、川嶋信
行（地域連携室係 書記） 

〇 欠 席 者:青木龍哉（さいたま市保健福祉局）  
〇 院⾧挨拶 
〇 委員紹介 
〇 議⾧の選出:遠藤委員 
 
1. 病院の近況報告 

・別添資料により、病院の近況について佐藤事務⾧より説明 
① 在宅医療について 

（松本会⾧）在宅医療の患者は何人いて、どのような医師が対応しているのか教えて 
いただきたい。 

（院⾧）10 名の患者を訪問診療している。担当医師は黒田医師、黒木医師、松本医師、 
JCHO プログラム総合医 1 名、上尾中央総合病院後期研修医 1 名で対応している。 

 しかしながらプログラム医や研修医は来年 3 月で終了してしまう。医師がなかなか 
集まらない状況である。引き続き確保に励む。 
 
② コロナ病床ついて 
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（遠藤センター⾧）コロナ病床の稼働と空床補償について 
（院⾧）コロナ病床は 32 床確保している。今現在 15 名入院している。使用率は 50％ 

を切っているが、3 か月平均なら 50％を超えている。そこをどう判断するのか。 
県に聞いてもまだ分からないという回答。 
確保病床を減らしたいが県はちょっと待ってほしいとのこと。 

（松浦課⾧）現在、確認しているところだが詳細まで把握できていない状況。国の資料 
では医療機関には厳しい内容になっている。 

  
③ 働き方改革への取り組みについて 

（遠藤センター⾧）労働基準監督署の基準について、ぜひ慎重にかつ迅速に対応して 
 ほしい。 
（院⾧）県の窓口によく相談している。宿日直勤務の実態をよく調べて進めていく。 
 (遠藤センター⾧)Ａ水準についてどのような勤務体系になるのか。 

(院⾧)通常の勤務体系で行っていく。 
 (遠藤センター⾧)働き方改革について 2024 年にそれが行えるのか、医療崩壊に 

つながらないようによく対応していく必要がある。 
  
2. 収支状況等報告（藤原事務⾧補佐） 

・別添資料により、収支状況報告について藤原事務⾧補佐より説明 
① 利用状況について 

（院⾧）コロナがないという状況を想定して計画を立てた。しかしコロナの影響に 
より一般病床の利用率の目標を 100 床と提言しているが、80％ぐらいの利用率と 
なっている。 

 外来患者数は 500 名程度の見込みのなか、1 日 490 名～440 名となっている。 
 外来患者数は現在のままで、本来の紹介を受けて診療しクリニックに返すという 
 かかりつけ医との連携でフォローしていく体制でよい。 

 
② 地域医療における当院の役割について 
（田中会⾧）健康だよりを発行してもらっているが、さらに充実してもらいたい。 
また、地域自治体で地域包括ケアシステム推進に向けた会合を行っているが可能 
なら貴院職員の出席もお願いしたい。 
例えば、現在中学生が参加しているが、違った視点の意見を聞くことができ非常 
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に良かった。貴院職員の出席により地域の活性ができればと考えている。 
コロナで中断している健康教室も人数制限をしてでも再開してもらいたい。 
(院⾧)地域包括ケアシステム推進に向けた会合の参加については、当院に案内を 
いただきたい。出席する様に調整する。 
健康教室についてはもう少し待っていただきたい。現在新型コロナウイルス感染 
の第 8 波が近づきつつある。寒冷が進むにつれて増加する。ワクチン接種がどれ 
だけ普及するかによって第 8 波が決まるのではないかと考えている。波が収まる 
のを待って検討したい。今計画しているのは、動画を配信すること。準備ができ 
れば改めて案内したいと考えている。 

（遠藤センター⾧）インフルエンザやコロナの対策は。検査試薬は足りているか。 
（院⾧）検査試薬は十分ある。ＰＣＲ検査機器も新規に導入したため有効活用でき 

る。 
（遠藤センター⾧）第 8 波が近づいているので近隣の医師会の先生方、さいたま 

北部医療センターとタッグを組んで臨んでいきましょう。 
自治医科大学付属さいたま医療センターで入院している患者で、転院依頼として 
受け入れていただいている医療機関はさいたま北部医療センターが最も多いので 
今後もお願いしたい。 
 

３．その他（意見交換） 
 なし 
 
４．次回開催について 
（藤原事務⾧補佐）令和４年度第 2 回は 3 月開催予定とさせていただきたい。 

日程調整のうえ後日改めてお知らせする。  
 

以上 


